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ミシン罫

（様式２−３） 
   
令和７年度 
大阪教育大学大学院教育学研究科（修士課程）入学願書 
高度教育支援開発専攻（教育ファシリテーションコース） 

受 験 番 号 
※ 

 

私は、大阪教育大学のアドミッション・ポリシー（募集要項１頁）を理解したうえで出願いたします。 

該当する募集に☑ □１次募集   □２次募集   □３次募集 
 

志望する領域・分野 
（該当に☑） 

  □教育イノベーション開発領域 
 □地域教育・芸術支援人材高度化領域（□地域教育 □音楽 □美術） 
 □健康・安全教育高度化領域（□健康 □安全 □生活環境 □スポーツ） 

 
パスポート表記英字氏名 
（外国人留学生のみ記入）  生年月日・性別 

フリガナ  
  年  月  日生 

令和７年４月１日現在（  ）歳 
(2025 年)      （ 男 ・ 女 ） 

氏 名  
国 籍 

（外国人留学生のみ記入）  
出願資格 

（出願資格が大学卒業・卒業
見込以外の場合は、備考欄に
該当する出願資格を記入す
ること） 

国立 
公立        大学        学部       学科・課程 
私立 
                      年  月 卒業・卒業見込 

（編入学した場合は、編入学前後の両方の学校の成績証明書を提出すること） 

専門科目 
（教育ファシリテーション
コース地域教育・芸術支援人
材高度化領域を志望する者
は受験希望の分野に☑） 

地域教育・芸術支援人材高度化領域 □地域教育   □音楽   □美術 

上記で「音楽」を選択する
者のみ希望する項目を選
択、記入すること。 
（楽器名は器楽を選択した
者のみ記入すること） 

実技内容 □作曲  □声楽  □器楽 
楽 器 名  

声  種 
□ソプラノ   □アルト 
□テノール   □バス 

現在（出願時）の勤務先等 
（令和 7 年３月卒業見込の者
は記入不要） 

勤務先名（                              ） 
    年   月 〜 現在             （常勤・非常勤） 
勤務先住所 〒（   −    ） 電話番号（   −   −   ） 
 
 

現住所・連絡先 

〒（   −    ）   
電話番号（    −     −     ） 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（                           ） 

合格通知書受信場所 
（現住所・連絡先と異なる場
合のみ記入すること） 

〒（   −    ）  
電話番号（    −     −     ） 

⻑期履修学生制度 
（申請する者のみ☑） □ 申請する 

備 考  

（注）【記入上の注意】を必ず読んで記入すること。※印欄は、記入しないこと。 
 
 



2404-0236 令和 7 年度大学院教育学研究科（修士課程）学生募集要項【かやく】20 ミシン罫

ミシン罫

（
様
式
３
－
３
）

 
令

和
７

年
度
 

大
阪

教
育

大
学

 
大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
 

高
度
教
育
支
援
開
発
専
攻
 

〔
教
育

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
〕

 

 
受

験
票

  

 
       

         
入

 学
 試

 験
 場

 
大
阪
教
育
大
学
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス

 
注

１
）

※
印

欄
は
記

入
し

な
い

こ
と
。

 

 
注

２
）
受

験
上
の

注
意

事
項

を
事
前

に
確

認
し

て
お
く
こ
と
。
 

 
注

３
）
受

験
票
は

入
学

手
続

の
際
に

必
要

と
な

る
の
で
大
切
に
保
管
す
る
こ
と
。
 

 
受
験
番
号

 ※
 

 
領
 
 
域
 

□
 教

育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
発
領
域
 

□
 地

域
教
育
・
芸
術
支
援
人
材
高
度
化
領
域
 

□
 健

康
・
安
全
教
育
高
度
化
領
域
 

 
フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
氏
  
 名

 
 

 
生
年
月
日

 
 

 
  
年
  

  
月
  

  
日
生

 

 
専専

門門
科科

目目
（（

地地
域域

教教
育育

・・
芸芸

術術
支支

援援
人人

材材
高高

度度
化化

領領
域域

））
  

 
地

域
教

育
 
・
 
音

楽
 
・

 
美
術
 

 
（（

音音
楽楽
をを

選選
択択

しし
たた

者者
はは

下下
欄欄

にに
つつ

いい
てて

もも
記記
入入

））
  

 
実

技
試

験
 

作
曲

 
 
声

楽
 
 

器
楽
 

 
楽

器
名
 

 

 
声

 
 
種
 

ｿﾌ
ﾟﾗ
ﾉ 
 
ｱ
ﾙﾄ
 
 ﾃ
ﾉｰ
ﾙ
  

ﾊﾞ
ｽ 

写
真
 

（
4ｃ

ｍ
×
3ｃ

ｍ
）
 

①
上

半
身

脱
帽

正
面

向
き

で

3
カ

月
以

内
に

撮
影

し
た

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

②
写
真
票
と
同
一
の
も
の
で
あ
る

こ
と
。
 

③
写
真
の
裏
面
に
氏
名
を
記
入
す

る
こ
と
。

 

受
験

上
の

注
意

事
項

 

 １
．
本
受
験
票
は
、
試
験
当
日
、
必
ず
持
参
す
る
こ
と
。
 

 
 
な
お
、
試
験
室
で
は
机
上
に
置
い
て
監
督
者
の
照
合
を
受
け
る
こ
と
。
 

 
 
受
験
票
を
忘
失
し
た
場
合
は
、
試
験
場
実
施
本
部
へ
申
し
出
て
、
そ
の
指
示
に

従
う
こ
と
。
 

２
．
試
験
当
日
は
、
試
験
開
始
時
刻

3
0
分
前
ま
で
に
試
験
場
に
到
着
し
、
試
験
開

始
時
刻

1
5
分
前

ま
で
に
試
験
室
へ
入
室
す
る
こ
と
。
 

 
 
ま
た
、
口
述
試
験
・
実
技
試
験
を
受
験
す
る
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
場

所
へ
、
指
定
さ
れ
た
時
刻
ま
で
に
集
合
す
る
こ
と
。
 

３
．
試
験
開
始
時
刻
に
遅
れ
た
場
合
は
、
試
験
室
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。
 

 
 
な
お
、
試
験
開
始
時
刻
後

3
0
分
以
内
の
遅
刻
に
限
り
、
受
験
を
認
め
る
。
 

４
．
机
上
に
は
、
筆
記
用
具
等
受
験
に
必
要
な
も
の
以
外
は
置
か
な
い
こ
と
。
 

受
験
上
必
要
の
な
い
所
持
品
は
監
督
者
の
指
示
す
る
場
所
に
置
く
こ
と
。
 

 
 
な
お
、
携
帯
電
話
等
は
試
験
室
に
入
る
前
に
電
源
を
切
り
、
か
ば
ん
等
に
入
れ

て
お
く
こ
と
。
 

５
．
試
験
中
は
、
監
督
者
の
指
示
に
従
い
、
質
問
・
体
調
不
良
等
が
生
じ
た
場
合
は

挙
手
す
る
こ
と
。
 

６
．
解
答
用
紙
等
に
は
受
験
番
号
を
誤
り
な
く
記
入
す
る
こ
と
。
 

試
験
終
了
後
、
試
験
問
題
冊
子
等
は
持
ち
帰
る
こ
と
。
 

７
．
監
督
者
の
指
示
が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
耳
せ
ん
の
使
用
は
認
 

め
な
い
。
 

８
．
試
験
中
に
不
正
行
為
等
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
は
受
験
を
停
止
し
、
か
つ
、
 

す
べ
て
の
試
験
を
無
効
と
す
る
。
 

 

     

（ 切 り 離 さ な い こ と ） 

学 歴 
（ 外 国 人 留 学 生
は、必ず初等教育
（小学校）から記
入すること） 

在 学 期 間 出 身 校 

年  月〜    年  月  

年  月〜    年  月  

年  月〜    年  月  

年  月〜    年  月  

年  月〜    年  月  

年  月〜    年  月  

職 歴 

在 職 期 間 勤務先・職種（職名）等 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

年  月〜    年  月 （常勤・非常勤） 

現在の勤務先 
年  月〜    現  在 （常勤・非常勤） 

入学後の勤務に
ついて 
（現に職を有して
いる者のみ該当す
るものに☑） 

□ 勤務先の研修制度を利用予定 
□ 勤務時間外に通学予定 
□ 休職予定 
□ その他（                           ） 

【記入上の注意】 
１．大学への氏名登録は願書に記入した氏名で行われるため、間違いのないように記入すること。 
２．外国人留学生は、フリガナ欄は日本国内で使用するための大学入学後の読み方をカタカナで記入する

こと。 
３．出願資格が大学卒業以外の場合は、備考欄に該当する出願資格を記入すること。 
＜学歴欄について＞ 
１．学歴は高等学校以降について記入すること。 
  外国人留学生は、初等教育（小学校）、中等教育（中学校・高等学校・中等教育学校）、高等教育（大

学・大学院）において在籍したすべての学校を記入すること。また大学等での研究生等として在籍し
た期間についても記入すること。 

＜職歴欄について＞ 
１．勤務先・職種は、具体的に記入すること。 
  （記載例）〇〇市立〇〇小学校教諭、〇〇株式会社〇〇課〇〇係⻑ 
２．（  ）には常勤・非常勤の別について該当するものを〇で囲むこと。 

 




